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属性リストが表示され，このリストの項目をクリ ックしてデータを入力することができる (第5図). 
この入力方法はフイーチャの描画と並行 して可能で、ある.ラベル機能を用いてポリゴンの属性を地図
上に表示すると作業しやすい.
l'J ~ r ; ，.!.!1_i]j マー..i1.!l伊市 il1R1 ~ コ」ドを読 む I4選択されました)
第4図 属性テ ブルのセルへの土地利用属性データの記入
luseJのフィールドに入力している.
j 7~d)I，(D 編集⑮表示ω 挿入@退問判ゆウィン問幽川Lフ (li)


















即時 ~ I~l ，? ~ I問 j新規フイ」針作成
































野菜(露地栽培) I 0 
野菜(施設栽培)・花升 | 
:!;ミ樹 (梨) ¥ 2 
果樹(その他) I 3 
柏木(露地栽培) 4 
作付前地・収穫跡地 5 
tl士Jl山宣j劫 I 6 
宅地 7 
公共純設 8 
資材置場・駐車場・倉庫 I 9 







































































































Dim dblArea as double 
Dinl pArea as IArea 
Set pArea :[shape] 






















31. 8 62，023.2 25.9 
8.9 30.855.8 12.9 
11. 2 47，216.6 19.7 
3.7 7，127.3 3.0 
2.3 3，024.2 1.3 
13.1 37，712.2 15.8 
3.3 2，811.3 1.2 
9.3 14，826.7 6.2 
1.4 4，785.0 2.0 
7.5 10，469.0 4.4 
2.3 4，927.8 2.1 
6.1 13，436.7 5.6 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~空地・荒地 ・ 不耕作農地 050 100 m 





























た.この分析では土地利用の種類を農業的土地利用(第 1表のコード Oから 6)，非農業的土地利用
( I可じく 7から 10)，および未利用地(同じく 11)の3つに統合して扱った.これは分析の対象とな
る土地区画が非常にわず、かなので， 11の土地利用に分類して検討することは不適当だと考えられる
ためである.研究対象地域の道路は，ほほ1:サミを南北に縦断するものがI高員3.0~ 5.5mの道路であり，
それ以外は1m員1.5~ 3.0 mの狭小なものである(第 121~). 
1m員3.0~ 5.5mの道路に殺するl:KfilIiの土地利用変化を把握するために，この道路に接するポリゴン
を選択する.まず[選択」メニューの「空開検索J を選択し，オブジェクトの選択条件を第 131~1 の
ように設定して実行すると， 1忠良3.0~ 5.5m の道路に接する土地区画が選択される(第 141~]) .ここ
で，属性テーフ、、ル上に新しいフィールドを追加し，先ほど選択された土地区画において， 211寺点開で
土地利用に変化のあったものについては 11jを，変化のなかったものについては 10jを，それぞ




1991 年から 2002年の問の土地利用変化のパターンを求めた(第4表 (a)) . 
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凶柏井町~ーん.…- 只小 ←→ へ J ー図面白l
ファイル(E)編集[己表示ω 挿入母選択匂ツ~)~①ウインドウ叫へルブ(li)
日 eJll 


































うに変更して幅員3.0m~ 5.5mの道路に接する区画を排除することで 1lm員1.5~ 3.0mの道路のみに
接する匿画を選択することができる.その結果から土地利用変化率を求めた(第4表 (b)) . 
以!このようにして得られた 2つのクロス集計表より土地利用変化の傾向を考察する.まず1991年
において農業的土地利用であった区画についてみると， 2002年においてもそのほとんとぐで、農業的土















(b) 1m員1.5 -3. Omの道路に接するIRfilJ
2002年
農業(]~土地利用 非農業的土地利HJ 未利用





























































公募研究A03I環境・地学教育におけるインターネット GISの活用に関する研究J(代表者村山祐司， 14022208， 











































かったが，今 11i1 の作業では最近の土地利用 I~I の区間
を優先して作閣した.
10) この設定の内容は， ArcGIS Desktop Helpを起動
し， i自次j から iArcMapJ 梯 IWorkingwith 
tablesJ 山 IMakingfield calculationsJ を1mくと
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This study aims to illustrate how to employ GPS and GIS in mapping and analyzing rural land 
use. The authors conducted an experimental land use survey in the urbanization-controlled area in 
Ichikawa city， Chiba prefecture. Latitude and longitude of vertices of al parcels were surveyed with a 
hand-held GPS receiver. A parcel map was constructed with a GIS software (ArcView8.1) from the 
locational data which were transferred to a personal computer. Then a land use map was made of the 
parcel map and land use attributes of each parcel. Three types of analyses of land use were conducted 
using ArcView. First， area of each type of land use was measured. Second， the recent land use was 
compared with the former land use of eleven years ago. Third， the relation between categories of road 
width and the land use changes of the parcels adjacent to roads was examined. This study suggests 
that GPS and GIS are e百ectivefor mapping and analyzing rural land use， and mapping with GPS is 
useful in such areas where maps or aerial photographs of big scale are not available. 
Key words: GPS (Grobal Positioning System)， GIS (Geographical Information System)， rural land 
use， spatial analysis 
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